
令和 7年度 学校関係者評価実施報告書（まとめ用） 

学校番号 28 学 校 名 静岡県立富士宮北高等学校 記載者 長谷川祥吾 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 自己評価 

自

己

評

価 

関

係

者

評

価 

意見 

ア 

 

規律・礼

節、規

範・帰属

意識を醸

成し、主

体的で健

全な生活

態度を育

成する。 

・「服装・頭髪指
導がしっかりし
ている」「マナー
がよい」保護者評
価が各 90％以上 
・登校指導３日、
昼巡視 20 日を通
して挨拶、声掛け
の励行 
・交通安全教室４
月に実施 
・交通事故 10 件
以内 
・ケイタイマナー
教室１回実施、授
業、ＬＨＲ等で生
徒自らが情報モ
ラルを考える時
間の実施 

・保護者評価 95.6%(-1.1%) 
・挨拶・声掛けは、目標通り
実施できた。 
・交通事故 14 件（R7,12 月現
在）。交通安全マナーに対し
ての苦情が多かった。交通安
全教室は目標通り実施でき
た。「交通マナーがよい」軒
並み低評価 
・「学校にはいじめやネット
による誹謗中傷がなくてよ
い」生徒 92.5%(-0.2%)保護者
84.6%(+0.2%)教員
84.1%(+0.3%) 

Ｂ 
Ｂ 
 
Ｃ 
 
 
 
 
 
Ａ 

Ｂ 環境がよく、また、先生方の取
り組む姿勢も熱心なので子ど
もたちが育っているのだと思
います。 
交通安全は分校でも意識を高
めたい 
 

・「教職員は、悩
みなどの相談（い
じめ含む）にのっ
てくれる」生徒評
価 90％以上 
・特別支援が必要
な生徒への適切
な配慮と支援の
実施 

・必要に応じてケース会議を
実施した。外部機関との連携
を図り、生徒へ適切な支援を
行った。 
・生徒評価 92.1％であり、概
ね達成できた。 

Ａ Ａ 丁寧な指導・支援が行き届いて
いる 
生徒評価の高さは信頼されて
いることの証明です。 
ケース会議対象者はこれから
も増えていくと予想されるの
でケース会議を充実させてい
っていただきたいです。 

・式典等の行事を
通じた校訓・校歌
の理解・浸透 
・集会や行事を通
した規範・帰属意
識の醸成 

・式典、集会等を通じて、生
徒は校訓に対する理解を深
めることができた。 
・応援団長の指揮、吹奏楽の
演奏で校歌を歌ったが、大き
な声を出さない生徒が多い。 

・「生徒会活動は生徒が主体

で充実した」生徒 89.4%(1.2%)

保護者 92.2%(+5.3%)教員

（81.4%(+13.8%) 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
Ａ 

Ａ 生徒に継続して伝えていく意
識があることが重要 
生徒会活動が生徒主体で充実
していることは、とても良いこ
と重要なことです。多くの保護
者が理解し支持していること
は、学校が信頼されていること
の証明です。 
とても素晴らしい生徒の姿だ
と思います。 



イ 探究的な

学習等を

通して、

自ら学ぶ

態度・確

かな学力

を定着さ

せ、将来

社会で活

躍できる

グローカ

ルリーダ

ーを育成

する。 

・「分かりやすく
学力が付く授業」
85％以上 
・「自らの考えを
表現できる生徒」
50％以上 
・一日平均普通科
90 分以上、商業
科 60 分以上 
・「家庭学習が習
慣化している」
70％以上 

・放課後の有効活
用（委員会等の会
議設定、学習指
導、検定対策、部
活動等）の実現に
向けた教育課程
検討委員会を実
施する。 

・生徒  92.3％  
・保護者 88.4％ 
 
・生徒  43.3％  
・保護者 44.1％ 
 
・普通科 129.2 分  
・商業科  88.2 分 
 
・生徒  32.1％  
・保護者 32.4％ 
 
・教育課程検討委員会５回
(１月５日現在)開催。新教育
課程の編成 

Ａ 
 
 
Ｂ 
 
 
Ａ 
 
 
Ｂ 
 
 
Ａ 

Ｂ マイコーデウイークなど新た
な刺激で表現できる生徒が増
えたと聞きました。 
自分の考えを表現できる生徒
が増加しているためＡ 
 
 

・ＩＣＴを活用し
た授業の実施率
80％以上 

・生徒  92.3％ 
・保護者 88.4％ 

Ａ Ａ  

・「主体的対話的
で深い学びの実
現に結び付く授
業改善に取り組
んでいる」職員評
価 90％以上 
・新課程における
適切な観点別評
価の実施 100％ 
・授業公開週間を
年２回以上実施 

・生徒による授業
改善のためのア
ンケート実施 

・「主体的対話的で深い学び
の実現に結び付く授業改善
に取り組んでいる」職員評価
88.4% 
・観点別評価の見直しが終わ
った。 
・授業研修週間を１、２学期
に 1 回ずつ実施した 
・生徒による授業改善のため
のアンケートを１、２学期に
1 回ずつ実施した 

Ａ Ａ 生徒評価が高評価なのは本当
に素晴らしいです。 

・充実した探究学
習の実施 

・充実した内容の
実施に向けての
検討委員会の実
施５回 

・１・３年生は新しい内容の
探究学習に取り組むことが
できた。 
・総合的な探究の時間推進委
員会を１回しか行うことが
できなかった。 

Ａ 
 
 
Ｂ 

Ａ 
 
 
 

総学から探究に進化して、課題
発見からスタートするように
なりました。好奇心を刺激する
ような仕掛けができるといい
かと思います。 
探究の発表会、素晴らしかった
です。 



ウ 学んだ知

識や技能

を実際に

活用した

実践的商

業教育を

推進す

る。 

・対外的な商業活
動 20 名以上 
・３年の課題研究
発表会の実施 
・商業科２級以上
取得 95％以上、
１級３種目以上
取得 20％以上 

・「授業等で実践的
な取組ができ
た」と答える生
徒 70％以上 

・富士宮市と連携したネパー
ルの学生と GoogleMeet で交
流。商工会議所で企業研究発
表。ビジネス基礎の分校の授
業参加など９０名以上の生
徒が対外的活動を実施 
・３年生の課題研究発表会の
実施により令和７年度課題
研究発表会への本校代表を
決めた。 
・商業科２級以上 ７３／７
６人 ９６％ 
・１級３種目以上  １３／
７６人 １７％ 
（令和８年１月８日 現在） 
これから１月に 簿記・情報
処理 ２月に商業経済検定 
実施 
・「授業等で実践的な取組み」
生徒肯定評価 ６５／７６ 
８６％（令和５年入学生） 

Ａ 
 
 
 
 
 
Ｂ 
 
 
 
Ａ 

Ａ 
 
 
 
 
 
 

ローカルは地域探究で小中学
生や高校生も取り組みが活発
になりましたが、グローバルが
どの高校ももう一歩の状況か
と思います。異文化交流を是
非、続けてください。 
マーケティングなど商業教育
の幅や面白さが広がってきて
います。いろいろな角度から関
心を持てるといいと思います。 
より高みを目指すことである
が、十分な実績があるためＡ 

・外部人材による
講演会の実施 

・商業科体験入学
会の実施 

・弁理士による知的財産権講
座。税理士による租税教室。 
第一テレビアナウンサーに
よるキャリア講演会実施。 
・商業科体験入学会では簿記
とマーケティングの講座で
体験授業を実施 

Ａ Ａ 有意義な教育活動と考えます。
これからも外部人材を積極的
に活用していただきたい。 

エ 自己理

解・目的

意識を高

め、系統

的な指導

を通して

個に応じ

た進路実

現を支援

する。 

・校外模試偏差値
50 以上が１・２
年で 20 人以上、
３年で 10 人以上 
・「北高は生徒一
人一人に応じて、
計画的な進路指
導が行われてい
る。」生徒肯定評
価 90%以上、保護
者肯定評価 80%
以上 
・「進路決定先満
足度」３年生肯定
評価 90%以上 

・11 月進研（3 年）5 教科マ
ーク 8 人 
・９月進研（3 年）5 教科マ
ーク 5 人 
・６月進研（3 年）5 教科マ
ーク 8 人 
 
・生徒肯定評価 88%以上、保
護者肯定評価 84% 
 
・「進路決定先満足度」３年
生肯定評価 96% 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
Ａ 
 
 
Ａ 

Ａ 数字の上昇によって生徒に何

を望むのかについて柱がある

といいかと思います。 

希望に応じた進路実現が素晴

らしい 

・生徒の進路意識
を向上させるた
め、学期に２回以
上自らの行動を
記録させ、学期に
１回程度内容を
振り返ることで、
その後の行動が
主体的で意識的
になること 
・「学びの基礎診
断」としての測定
ツールを活用し、
学年等で検討会
を実施し、進路指
導に活用する。 

・志望理由書や自己ＰＲなど
を通して自身の特徴を理解
できた。 
・年度初めに「スタディーサ
ポート」を実施し、その後振
り返りを実施した。 

Ａ 
 
 
Ｂ 

Ａ 
 
 
 

生徒の進路実現に向け、引き続
き一人ひとりに向き合った指
導を継続していいただきたい。 



・新しい入試に対
する情報を収集
し、その結果を生
徒に伝える機会
を学期１回程度
持つことで、生徒
と教員の情報共
有ができること 

昨年度から「情報Ⅰ」が共通
テストに加わったが、担当教
員が少ないため、指導方法は
定着できていない。しかし、
多くの教員の協力により、来
年につながる指導の見通し
は立ったと思う。 

Ａ Ａ  

オ 多様な活

動への参

加を通し

て、自己

有用感・

達成感、

豊かな人

間性、共

生意識、

社会的資

質・能力

を育成す

る。 

・「充実した部活
動により人間性
が高められた」と
答える生徒 85％
以上 
・ボランティア活
動に参加 40％以
上 
・生徒会を中心と
したボランティ
アの参加４回以
上 
・よりよい学校づ
くりや校則の見
直し等に、生徒が
積極的に参画す
る経験を通して、
物事が成就する
過程を経験させ、
自己肯定感の高
揚を図る。 
・生徒会の生徒を
中心としたラン
チミーティング
の実施…年間 10
回以上 

・生徒 91.8%(+2.8%) 
 
 
 
 
・生徒 46.7%(-0.3%) 
 
 
・生徒会主催ボランティア５
回実施。40 名以上が参加。 
 
 
・ランチミーティング７回実
施。 

Ａ 
 
 
 
 
Ａ 
 
 
Ａ 
 
 
 
Ｂ 
 

Ａ 
 
 
 
 
 

部活動やボランティア活動は、
御校の大きな強みだと思いま
すのでより一層充実した取り
組みになることを期待してお
ります。 
分校との交流が増え、とても嬉
しい 
生徒中心のマイコーデウィー
クの実践 
 

・朝読書を時間通
り始めているク
ラス 100％ 
・奨励図書の生徒
公募、ビブリオバ
トル活動の継続 
・図書貸出全校で
1,000 冊以上 

・生徒は 94.7%、保護者は
93.5%と回答しているため、
おおむね良好である。 
・ブックフェア、図書購入、
読書週間を行った。ビブリオ
バトルの取り組みは良好で
ある。 
・図書貸出冊数は、全校で 601
冊だった。 

Ａ 
 
 
Ａ 
 
 
 
Ｂ 

Ａ 
 
 
 

定着していいと思います。西部
の中学校では瞑想が定着して
いるようです。 
活字を読み込み脳でイメージ
化することは、大事だと捉えて
います。図書を紹介したり親し
ませたりする場を今後とも生
徒に提供していただきたいで
す。 

・「学校は清掃や
整頓がきちんと
行われていてキ
レイである」職
員評価60％以上 

・職員評価 48.8％であった。 Ⅽ Ｂ 新校舎は汚れが目立ってしま
うとも伺いましたが、いかがで
しょう。 
新校舎が建設・運用され、学校
内がきれいになった印象があ
る。継続的な指導をお願いした
い。 
敷地が広いので維持管理は手
間暇がかかると思う。 

・富士宮分校生
徒とのプランタ
ーの植栽活動の
実践（年 1 回以
上） 

・計画通り実施することが
できた。 

Ａ Ａ 今後も継続・発展したい 



・分校との交流
20 回以上 

・富士宮分校生徒
とのプランター
の植栽活動の実
践（年 1 回以上） 

・分校との交流 20 回以上を
達成できた。さらに分校職員
との合同研修会や新規で生
徒会のランチ交流「みやラ
ン」を行えた。富士宮分校の
交流は、北嶺祭・体育の部、
庭園・美化委員会による植栽
作業、一年部生徒の交流等
を、20 回以上行うことができ
た。 

Ａ Ａ 自然に時間や場所を共有でき
るといいと思います。 
多くの交流で自然なかかわり
が増えてきたことに喜びを感
じる。分校生徒の成長にも大き
く寄与している。 
近くに分校はあるのは大きな
教育資源。それをしっかり生か
していると思います。他を思い
やる気持ちが育つことにつな
がっていると考えています。 

カ 外部諸機

関・地域

との連携

や積極的

な広報活

動を通し

て、開か

れた学校

づくりを

推進す

る。 

・教職員向け校

内研修２回以上 

・生徒の地域防

災参加50％以上 

・「防災訓練等で

生徒の防災に対

する意識が高ま

っている」生徒

評価 90％以上 

・職員向けに、マンホール
トイレの組立など、防災研
修を２回行った。 
・呼びかけを強化したが、
インフルエンザの影響もあ
り、生徒の地域防災参加率
は昨年度とほぼ同程度の
32％だった。 
・「防災訓練等で生徒の防災
意識が高まっている」が生
徒 89％、保護者 85％、職員
87％であった。 

Ａ 
 
 
Ｂ 
 
 
 
 
Ａ 

Ａ 
 
 

何かあったときに最も頼りに

なるのが高校生だと聞きます。

意識の醸成にもお取組くださ

い。 

インフルエンザの影響がある

中で、昨年度と同程度であれば

増加と読み取れる 

防災研修を複数回行っている

ことが職員・保護者・生徒の防

災意識の高さに反映されてい

ると判断しています。また、「安

全だからこそ安心できる学校」

に結びついているとも思いま

す。 

・適切な時期の迅
速なホームペー
ジの更新 
・インスタグラム
によるタイムリ
ーな配信 
・ＰＴＡ、学校後
援会及び同窓会
との連携強化 

・ホームページの年度更新、
及び目次や内容の更新も随
時、迅速に行った。学期ごと
にアクセス数をまとめて提
示した。 
・「地域や保護者に積極的に
情報発信している」が保護者
89％と大幅に伸びた。教員は
95％。 
・タイムリーな配信を大量に
行うことができた。1 月 15 日
現在、投稿数 714 件、フォロ
ワー1892 人である。 
・クラスや部活などに担当を
割り振ることによって、学校
全体の活動状況や生徒の笑
顔を発信することができた。 
・「本校のＰＴＡは活発であ
る」が保護者 95.2％と更に伸
びた。 
・ＰＴＡ役員会が円滑に進ん
だ。ＰＴＡの各委員会が活発
に活動し、奉仕作業等の行事
も盛大に実施された。 
・後援会や同窓会との連携及
び見直しを進めた。 

Ａ 
 
 

Ａ 公立高校においてもＳＮＳを
うまく使った工法が求められ
る時代になりました。 
ＨＰ、インスタ等、更新が頻繁
に行われ、内容が充実している 
インスタグラムによる情報発
信は学校行事の様子や部活動
の活動状況が発信され、非常に
良いと思う。 



・一日体験入学ア
ンケート、満足度
80％以上 
・魅力的な体験入
学および公開授
業の実施 

・効果的な広報資
料の作成と中学
校訪問年３回実
施による志願者
の確保 

・中学生 98％ 
・保護者 96％ 
 
・簿記・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞの体験授業
実施 
 
・中学生満足度 95.5％ 
・中学校説明会の実施年間 8
校実施。その他の中学校訪問
は地域内全校に回った。 

Ａ 
 
 
 
 

Ａ  

キ 教育活動

を推進し

ていくた

めに必要

な校内研

修を実施

し、教員

の資質向

上を図

り、安全

で信頼さ

れる学校

づくりを

推進する 

・校内研修参加
95％以上、満足
度 80％以上 

・事例研究、グル
ープ研修を年３
回以上実施 

・校外研修の報告
することで情報
共有 

・校内研修参加、満足度とも
に目標を達成している。 
・チーム研修を４回実施し
た。 
・かえつ有明高等学校の視察
報告を実施した。 

Ａ 
 
 
 
 

Ａ  

・コンプライアン

ス委員会を年

３回開催し、職

場環境や教職

員の勤務状況

を把握して適

切に対応 

・コンプライアン

ス通信を配布

し注意喚起 

・コンプライアンス委員会
年 3 回実施した。 
・毎月、コンプライアンス
研修を実施し、教職員の不
祥事はなかった。 

Ａ Ａ 大きな事案が生じないことは

素晴らしい 

・各教室への消毒
設置 100％ 

・感染症・熱中症
の注意喚起を
年３回以上実
施 

・すべての教室に設置する
ことができた。 
・計画通り実施することが
できた。 

Ａ 
 
Ｂ   

Ａ 
 
 

次は、活用法などに視点を置く
ことが求められるのでしょう
か。 
 
 

・監査等における
指摘事項０件 
・令達予算の見込
みを含む第３四
半期執行率 85％
以上 

・施設設備安全点
検月１回以上に
より、施設設備
の不備に起因す
る事故発生件数
０件 

・例月会計検査、会計指導検
査、物品指導検査、公有財産
調査及び監査（財務）におけ
る指摘事項はなかった。 
・見通しを含めておおよそ達
成できた。 
・事故発生件数は０件を達成
できた。全般的な安全点検は
担当による１回しかできな
かった。 

Ａ 
 
 
 
Ａ 
 
Ｂ 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 

 



ク 教職員の

多忙化解

消に向

け、「業務

改善」に

取り組

む。 

・ストレスチェッ
クの結果が県平
均より良好 
・職員会議は協議
事項の意見交換
を主として、連絡
事項は分かりや
すい資料の配布
で簡略化 
・業務のデータを
活用した効率的
な業務の実施、次
の担当者のため
に業務のマニュ
アル化 
・定期テスト監督
の平準化 
・職員の完全退庁
時間を設定 

・時間外勤務時間
が昨年度比－
５％を目指す 

・おおむね県平均と同じ結果 
 
 
・運営委員会や職員会議の資
料のデジタル化を進めた。ま
た発言内容の要約等を依頼
し、会議時間が短縮された。 
 
 
・学級閉鎖の判断ガイドライ
ンなど、従来時間がかかって
いた内容をマニュアル化し
た。 
 
 
・教務課でテスト監督の回数
等を管理している。 
・20:00 完全退庁時間を設定
し、掲示した。 
・定時退庁日などに呼びかけ
を行ったが、昨年度と比較し
て-0.33%にとどまった。 

Ａ 
 
 
Ａ 
 
 
 
 
 
Ａ 
 
 
 
 
 
Ａ 
 
Ａ 
 
Ｃ 
 

Ａ 
 
 
 

時間外勤務時間の削減は、業務
の見直しや個々の働き方など
根本的なことから考える必要
があるのかもしれません。 
会議時間の短縮は重要だと思
う 
教職員の皆様はご多忙だと思
うが、業務のデジタル化の活用
など業務効率化を推進し、負担
軽減に努めていただきたい。 
 
 
 

 


